
総
務
企
画
常
任
委
員
会
報
告

教
育
文
化
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

常 任 委 員 会 審 査 報 告

（
問
）
令
和
２
年
度
の
感
染
症
対
策

と
し
て
の
保
険
税
減
免
措
置
の
申
請

件
数
と
承
認
件
数
、
一
部
免
除
・
全

額
免
除
の
割
合
は
。
ま
た
重
篤
な
方

は
、減
免
の
申
請
期
間
延
長
に
よ
り
、

今
年
度
も
措
置
が
受
け
ら
れ
る
か
。

（
答
）
減
免
措
置
の
保
険
料
は
、
平

成
31
年
度
、
令
和
２
年
度
分
合
わ
せ

て
申
請
件
数
１
０
９
件
、
承
認
件
数

は
98
件
、
減
免
金
額
は
、
９
４
０
万

６
千
円
。
１
カ
月
以
上
の
治
療
を
要

す
る
重
篤
な
傷
病
の
減
免
実
績
は
な

い
。
令
和
２
年
度
と
３
年
度
の
減
免

条
件
は
、
前
年
度
比
３
割
以
上
の
収

入
減
が
条
件
と
な
り
、
実
際
に
は
本

来
の
保
険
料
が
下
が
る
こ
と
で
対
応

で
き
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
受
付
が
開
始
さ

れ
た
が
、
予
約
が
殺
到
し
た
こ
と
か

ら
、
早
急
に
受
付
体
制
の
改
善
等
を

求
め
る
も
の
。

　

新
型
感
染
症
は
、
経
済
活
動
や
国

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
十
分

な
財
源
確
保
、
病
院
の
再
編
等
の
対

策
を
国
に
求
め
る
も
の
。

牛
久
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
問
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
紐
つ
け
や
カ
ー
ド
を
紛

失
し
た
際
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

（
答
）
健
康
保
険
証
と
の
紐
つ
け
に

つ
い
て
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
暗
証
番
号

が
知
ら
れ
な
い
限
り
紛
失
し
て
も
悪

用
は
さ
れ
な
い
。

（
問
）
一
般
競
争
入
札
に
し
な
か
っ

た
理
由
と
、
入
札
を
辞
退
し
た
業
者

の
辞
退
理
由
は
。

（
答
）
一
般
競
争
入
札
の
対
象
は
設

計
金
額
４
千
万
円
以
上
の
工
事
で
あ

り
、
物
品
契
約
に
は
該
当
し
な
い
。

入
札
が
成
立
し
て
い
る
の
で
辞
退
の

理
由
は
聞
い
て
い
な
い
。

（
問
）
市
契
約
規
則
第
11
条
に
は
無

効
の
入
札
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
に
該

当
し
な
い
か
ら
入
札
成
立
と
い
う
の

は
疑
問
。
執
行
前
に
３
社
が
辞
退
、

入
札
で
は
５
社
の
う
ち
４
社
が
辞
退

し
結
果
的
に
１
社
の
み
と
な
っ
た
。

入
札
を
中
止
ま
た
は
延
期
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

（
答
）
投
函
後
、
開
札
ま
で
は
辞
退
か

有
効
か
無
効
か
は
判
断
で
き
ず
、
開
札

の
結
果
辞
退
が
あ
っ
た
と
の
理
由
で
入

札
が
無
効
と
は
な
ら
な
い
。
指
名
競
争

入
札
で
札
を
投
函
し
た
こ
と
で
競
争
性

が
働
い
て
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
公
明
正
大
で
あ
る
と
考
え
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数

料
は
地
方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム
機
構
で

庁
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
・
無
線
化
対
応

機
器
購
入
費
約
２
億
２
千
万
円
で
落
札

　
　
　

　

学
校
教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
浸
透
さ

せ
、
さ
ら
な
る
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
の
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
、
教
育

Ｄ
Ｘ
に
対
応
す
る
教
職
員
研
修
の
あ

り
方
や
、
学
校
教
育
予
算
の
充
実
・

確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ

と
、
情
報
端
末
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

及
び
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性

を
確
保
す
る
た
め
の
統
一
規
格
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
紙
面

活
用
と
対
面
学
習
の
併
用
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
い
て
迅
速
な
対
応
を
求

め
る
も
の
。

　

委
員
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
は
企
業
原
理
や
経
済

上
の
言
葉
で
あ
り
、
子
ど
も
が
主
体

と
な
る
べ
き
教
育
現
場
に
は
馴
染
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

は
道
具
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
教
育
現
場
に
お
い
て
全
面
的
に

推
奨
す
る
べ
き
も
の
な
の
か
ど
う

か
、
読
解
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
低
下
、
個
人
認
証
シ
ス
テ

ム
の
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
や
、
子

ど
も
の
視
力
低
下
な
ど
の
健
康
上
の

問
題
、
教
職
員
の
負
担
の
増
加
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
不
可
欠

で
、
小
中
学
生
の
段
階
か
ら
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
意

見
や
、
将
来
の
資
産
形
成
等
の
場
面

に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
適
切
に
進

め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

○ＤＸ (Digital transformation)
　スウェーデンのウオメ大学教授エリッ
ク・ストルターマンが提唱し、「ＩＴの浸
透が、人々の生活をあらゆる面でより良
い方向に変化させる」という概念である。
　学校教育ＤＸという場合、学校ＩＣＴ
環境の整備によって児童生徒の個別最適
化された学びを実現したり、デジタル技
術で社会を牽引する力を持った人材を育
成したり、教員の業務負担軽減によって
学校の働き方改革に資することにつな
がったりする。

○Society5.0
　内閣府の第５期科学技術基本計画で提
唱された未来社会のコンセプト。狩猟（１.
０）、農耕（２.０）、工業（３.０）、情報（４.
０）といった人類が歩んできたこれまで
の社会に次ぐ第５の新たな社会。サイバー
空間（仮想空間）とフィジカル空間（現
実空間）を高度に融合させたシステムに
より、経済発展と社会課題の解決を両立
する、人間中心の社会。

新型コロナウイルスワクチンの接種受付体制の改善等を求める決議

　周知のように、本市では、令和３年５月 17 日から、65 歳以上
の高齢者を対象とする新型コロナウイルスワクチンの接種の予約
受付が開始された。
　しかしながら、予約の電話が殺到し、一日中電話をかけ続けて
も繋がらない事態が発生していることに加えて、ＷＥＢやＬＩＮ
Ｅによる予約枠も直ちに埋まってしまうことから、多くの高齢者
からは「一日も早く予約を済ませ、安心したい」等の悲鳴が寄せ
られている。
　一方、64 歳以下の市民の接種予約受付は高齢者の接種完了後
とされているが、現行の予約受付の方法が改善されなければ、高
齢者の予約受付に際して生じている「混乱」が繰り返されること
は必定である。
　ところで、ワクチン接種の担い手についてであるが、65 歳以
上の高齢者人数に比べて 64 歳以下の接種対象者数は、約２倍と
なることを踏まえれば、一人でも多くの担い手・接種会場の確保
は喫緊の課題であり、その意味で、地元医師会の更なる協力が不
可欠と判断する。
　更に、高齢化のために運転免許証を返納する等、交通手段を持
たない市民が増加しているが、このような市民に対する接種会場
への交通手段の確保、そしてワクチン接種会場に行くことができ
ない事情を抱える居宅介護者等への接種体制の確保も重要な課題
と考える。
　そこで、牛久市議会は、執行部に対して、下記の事項を早急に
実施するよう、強く求める次第である。

記

１．ワクチン接種の予約受付に際しての混乱の改善策として、地
域別や年齢別の細分化等による受付。

２．ワクチン接種について、一人でも多くの接種の担い手と接種会場
の確保策の一環として、牛久市医師会への改めての協力の依頼。

３．交通手段を持たない市民に対するワクチン接種会場へのうし
タク等の無料券の配布。

４．ワクチン接種会場に行くことができない居宅介護者等への接
種体制の確保。

　以上決議する。

　令和３年６月 17日
牛　久　市　議　会　

○牛久市契約規則とは
　契約事務に関し必要な事項を定め
ている規則であり、主に「競争入札
参加資格申請」、「入札の執行」、「随
意契約」、「契約の締結」、「契約の履
行」等に関する事項を定めている。
　なお、牛久市契約規則に基づく事
務の詳細につい
ては、別に「牛
久市契約規程」
や「牛久市一般
競争入札実施要
綱」、「牛久市工
事検査要綱」等
の例規により定
めている。

入
札
箱

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
受
付
体
制
の
改
善

等
を
求
め
る
決
議
の
提
出

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見

書
」
を
提
出

牛久市議会だより令和３年７月31日 第106号（10）



環
境
建
設
常
任
委
員
会
報
告

予
算
常
任
委
員
会
報
告

常 任 委 員 会 審 査 報 告
（
問
）
今
後
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
委
員
会
と
策
定
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
、
都
市
計
画
審
議
会
と
の
関

連
は
。

（
答
）
前
回
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
に
あ
た
っ
て
も
、
策
定
委
員
会
及

び
策
定
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
策
定
に

つ
い
て
の
方
針
に
関
す
る
事
項
を
調

査
協
議
し
、
都
市
計
画
審
議
会
が
審

議
し
て
き
た
。
今
後
も
同
じ
体
制
で

行
っ
て
い
く
。

（
問
）
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
の

市
民
代
表
の
公
募
制
や
女
性
委
員
の

登
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（
答
）
現
在
の
市
民
代
表
は
区
長
会
、

商
工
会
、
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
農
業
委
員
な
ど
の
団
体
に

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
女
性
委
員

は
13
人
中
２
人
。

　

市
民
の
公
募
の
方
法
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
女
性
の

委
員
を
増
や
す
た
め
福
祉
部
門
な
ど

か
ら
の
委
員
の
選
出
も
検
討
し
て
い

く
。

請
願
第
２
号　

原
発
を
廃
止
し
、
脱

炭
素
社
会
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
の
た
め
第
６
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
改
定
を
求
め
る

請
願

請
願
第
４
号　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
米
の
需
要
減
少
、
米
価
下
落
の
改

善
と
食
料
支
援
制
度
の
創
設
、
外
国

産
米
の
輸
入
抑
制
等
の
対
策
を
求
め

る
請
願

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

審
議
会
を
都
市
計
画
審
議
会

に
統
一

請
願
第
２
号
、
第
４
号
に
つ

い
て
参
考
人
か
ら
説
明
を
受

け
る

（
問
）
第
三
セ
ク
タ
ー
の
牛
久
シ
ャ

ト
ー
㈱
が
主
体
で
あ
る
施
設
整
備
に

対
し
、
自
治
体
が
補
助
金
を
支
出
す

る
こ
と
の
庁
内
で
の
議
論
は
。

（
答
）
第
三
セ
ク
タ
ー
に
自
治
体
か

ら
安
易
に
公
的
支
援
す
べ
き
で
は
な

い
と
の
指
針
が
総
務
省
よ
り
示
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本
初
の
本
格
的
な
ワ

イ
ン
醸
造
場
と
し
て
重
要
文
化
財
指

定
や
日
本
遺
産
認
定
さ
れ
た
こ
と

が
「
日
本
の
ワ
イ
ン
文
化
」
と
し
て

認
め
ら
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
お
り
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
ワ
イ
ン

醸
造
の
再
開
に
牛
久
市
が
携
わ
っ
て

も
良
い
の

で
は
な
い

か
と
の
判

断
に
基
づ

い
て
補
正

予
算
を
計

上
し
て
い

る
。

（
問
）
テ
レ
ワ
ー
ク
機
器
や
無
線
機
器
に

関
し
て
当
初
は
リ
ー
ス
契
約
で
あ
っ
た

が
、単
年
度
契
約
に
切
り
替
え
た
理
由
は
。

（
答
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

は
通
常
５
年
間
ワ
ン
サ
イ
ク
ル
と
し

て
更
新
が
行
わ
れ
る
が
、
市
の
単
独

事
業
で
行
う
場
合
は
、
各
年
の
支
出

額
を
な
ら
す
意
味
で
複
数
年
の
リ
ー

ス
契
約
を
行
っ
て
い
る
。
補
助
金
を

利
用
す
る
と
、
単
年
度
事
業
に
し
か

活
用
で
き
な
い
た
め
、
単
年
度
一
括

購
入
契
約
と
し
て
い
る
。

（
問
）
工
事
実
施
中
の
安
全
対
策
は
。

（
答
）
屋
根
設
置
の
際
に
橋
梁
部
分

の
通
行
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
西
口
広
場
の
横
断
歩
道
に
係

る
工
事
を
先
行
さ
せ
て
、
そ
こ
が
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
橋
梁

部
分
の
屋
根
設
置
工
事
を
行
い
、
安

全
第
一
で
工
事
を
進
め
て
い
く
。

○牛久駅西口歩道橋の屋根設置工事に
ついて

　牛久駅周辺における拠点機能の充実
を促進し、誘導施設の立地や居住の誘
導を図りやすい環境を作ることを目標
とした、「牛久駅西口地区都市再生整備
計画（計画年度：令和元年度～令和５
年度）」に基づき、牛久駅西口歩道橋に
屋根を設置するもの。
　令和４年度に計画されていた工事を
前倒して実施することに伴い、第２回
定例会において補正予算が計上された。

○牛久市都市計画マスタープランとは
　「都市計画マスタープラン」とは、
都市計画法に定める「市町村の都市
計画に関する基本的な方針」にあた
るもので、将来の都市像、土地利用、
道路や公園など、「まちづくり」に係
わる基本的な方針を定める計画のこ
とである。
　牛久市では、平成 12 年に牛久市
都市計画マスタープランを策定して
いたが、目標年次を迎えたことから、
令和２年度に新たな都市計画マス
タープランを策定したところである。

←こちらのＱＲコードを
スマートフォン等で読み
込むと、牛久市ホームペ
ージの「牛久市都市計画
マスタープラン」のペー
ジが閲覧できます。

　令和３年４月28日に第２回臨時会が開催されました。以下
の３件の議案が提出され、すべて賛成全員で可決されました。

　このほか、決議案１件及び議員提出議案１件が可決されました。
　また、茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員一般選挙が行
われ、遠藤憲子議員が当選しました。

・議案第32号及び議案第33号　専決処分の承認を求め
ることについて
　地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに
伴い、「牛久市税条例の一部を改正する条例」と「牛久
市都市計画税条例の一部を改正する条例」について専決
処分としたため議会の承認を求めるもの

・議案第34号　令和３年度牛久市一般会計補正予算（第
１号）
　「子育て世帯生活支援特別給付金」に係る事業費及び
事務費補助金の計上

　４月16日に新型コロナウイルス感染症に係る議員勉強会を
開催しました。
　茨城県医療統括監の安田貢氏を講師に迎え、「新型コロナウ
イルス感染症とワクチンの効果、副反応」と題してご講演をい
ただきました。

議員勉強会を開催しました。 令和３年第２回臨時会より
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